








研究目的 

新生児期における栄養の重要性は,単に運動エネルギーの補給や生命生の恒常性を維持す

る目的に止まらず,一生涯の体格および機能の基礎となる急激な発育・成長が行われる重要

な時期である点から更に強調されるべき問題である。開発途上国に於いては,未だ栄養が新

生児・乳幼児において最大の問題であるが,幸いにも本邦に於ては,先駆者達の長い研究の

成果が社会・経済環境の進歩と相まって,従来見られた栄養の不足やかたよりによる疾患の

発生は殆どみられなくなった。しかし,近年未熟児の救命率が向上すると共に,従来みられ

なかった新しい栄養の問題，すなわちクル病や微量元素の不足に伴う疾患がクローズアッ

プされる様になった。さらに,出生体重 1,000g 未満の超未熟児においては,極めて基本的な

問題である水・電解質バランスという問題さえも，より大きな未熟児や新生児の経験から

得られた知識を適応し得ない病態生理のあることが明らかとなった。一方,経口栄養の不可

能な極小未熟児が生存するようになったのは,経口栄養が確立するまでの間,経静脈的に栄

養を投与する方法が開発された為であるが,それに伴う肝障害を始めとしたいくつかの問

題点が未解決のままである。また NICU において未熟児に多発する重篤な疾患である壊死性

腸炎はその原因が多因性である事は明らかであるが,経口栄養が極めて重要な誘因の一つ

である事が知られており,広い意味から栄養投与法に関与する問題としてとらえられてい

る。一方母乳は,未熟児に対する感染予防の有用性や母児相互の観点から人工栄養に代わっ

て再び急速に一般化しつつある。しかし母乳栄養の復活が単に時代の変遷としてとらえら

れるのではなく,正確な科学的評価を加え,その特性および問題点を明らかにすることの重

要性が認識されつつある。以上より本研究は新生児・未熟児の栄養に関して現在臨床的に

重要であり,かつ早急にその問題解決が望まれている五つのテーマについて研究班を構成

した。 

①未熟児クル病の予防と治療 

②新生児・未熟児の経静脈栄養に関する研究 

③母乳栄養に関する研究 

④壊死性腸炎の予防と対策 

⑤超未熟児の水・電解質バランス 


